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要旨：鉄筋を簡略化し施工性を向上させた SC(鋼コンクリート)構造の開発を目的に SRC 造柱梁架構における

せん断実験を行い，柱のせん断性状について検討をした。その結果，柱 SC 梁 S 造では,柱部分よりも接合部

でのせん断亀裂の発生が多く見られた。また，梁 SC 構造および SRC 構造では柱全体にせん断亀裂がみられ

た。また，日本建築学会 SRC 規準式で定義されている柱の破壊モードの決定方法は，柱 SC 構造でも良い対

応を示した。さらに柱梁架構での柱の終局せん断耐力は，柱に対する柱梁接合部のせん断耐力の比が影響し

ている。 
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1. はじめに 

 近年，SRC 構造による建物の建設は減少傾向にある。

SRC 構造は他の工法と比較すると，その設計法の繁雑さ

や現場施工における工程の多さから敬遠される傾向が

あることが要因となっている。しかしながら，SRC 構造

は RC 構造に比べ，層崩壊の危険性が少なく，優れた耐

震性能を持つ。兵庫県南部地震においても SRC 構造の被

害は軽微であった。そこで，筆者らは SRC 構造の欠点を

低減できる鉄筋を簡略化した SC 構造が，SRC 構造と同

等以上の構造性能を有することを明らかにしてきた。2)

また，日本建築学会(以下 AIJ)SRC 規準 1)の柱終局せん断

耐力式における RC 負担項のうち斜張力によって決まる

終局耐力は，AIJ-RC 規準を準用した実験式である。これ

は剛強な加力スタブを上下に取り付けた試験体の柱せ

ん断実験を基に導かれているため，両端に接合部がある

実際の架構挙動に則していないと考えられる。本研究で

は，SC 柱について，その破壊性状および柱せん断耐力，

柱の破壊モードの決定要因および柱梁とも SRC 造およ

び SC 造の場合における柱梁接合部のせん断余裕度の違

いが柱せん断耐力に与える影響について検討を行った。 

 

2. 実験概要 

2.1 試験体概要 

図－1 に試験体形状および配筋図，表－1 にコンクリ

ート，表－2 に鉄筋および表－3 に鋼板のそれぞれの力

学的性状を示す。試験体は，SRC 造，柱 SC 造梁 S 造お

よび柱SC造梁SC造のラーメン架構の中間階中柱を想定

し，柱および梁の中央反曲点位置で切り出した実大の約

1/2 縮小スケールのキの字形平面試験体で 3 体製作した。

試験体名は第 1 項が柱/梁部材の構造，第 2 項が試験体の

鉄骨形状番号，第 3 項以降に試験体の特徴を示し，W は

ワイヤーメッシュ(以下 WM)筋である。また第 4 項は，

コンクリート設計基準強度である。WM 筋は，かぶりコ

ンクリートを拘束するために用いた。製作した試験体の

うち SC/S-5-W-27 は，柱の破壊モードの検討のために鉄

骨部と RC 部ともにせん断破壊するように設計した。柱

鉄骨は，SC/S-5-W-27 には BH-210×210×4.5×9，SRC/SRC- 

1-27 には H-200×100×5.5×8 を十字形に組み合わせた十字
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降伏応力度 降伏歪度 伸び率 ヤング係数

σ y
*(MPa) ε y

*(μ) (%) E s (GPa)
3.2φ＠50 WM筋 613 5090 5.77 198

 D6(SD295相当) 柱,梁補強筋 332 3870 12.3 177
D10(SD685) 柱主筋 725 3870 10.6 188
D16(SD345) 梁主筋 380 2210 17.4 172

鉄筋径 使用位置

降伏応力度 降伏歪度 伸び率 ヤング係数
σ y (MPa) ε y (μ) (%) E s (GPa)

PL4.5 1A 293 1410 28.3 209
PL5.5 1A 330 1610 25.7 203
PL8 13A 288 1440 29.1 200
PL9 1A 298 1430 28.7 209

PL12 1A 292 1400 31.3 209
PL16 1A 301 1430 30.9 211

鋼板種別 試験片

表－1 コンクリートの力学的特性 

圧縮強度 引張強度 歪

σ B (MPa) σ t (MPa) ε u
*(μ) E 1/3 (GPa) E 2/3 (GPa)

A SC/S-5-W-27 29.1 2.33 2590 24.0 20.3
B SRC/SRC-1-27 28.7 2.50 2980 23.9 19.4
C SC/SC-4-W-27 26.5 2.10 2520 23.4 19.9

試験体名
ヤング係数

*εuはコンクリートの最大圧縮強度時の歪み 

表－2 鉄筋の力学的特性 

*WM 筋のσy，εyは 0.1％オフセットによる耐力 

表－3 鋼板の力学的特性 

＊試験片は、JIS Z 2201 に、試験方法は JIS Z 2241 に従った。 
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形断面，SC/SC-4-W-27 には H-160×160×4.5×12 を用いた。

梁鉄骨は， SC/S-5-W-27 には BH-400×150×12×12 ，

SRC/SRC-1-27 には BH‐300×100×12×16，SC/SC-4-W-27

には BH-300×150×9×16 を用いた。材質は全て SS400 で

ある。なお，全試験体とも梁曲げ降伏を助長しないよう，

鉄骨は梁フランジ通し型で製作した。また，梁鉄骨の試

験体は局部座屈等防止のためスチフナを適所に配置し

た。鉄筋は，WM 筋は全て 3.2φ＠ 50 を使用し，

SRC/SRC-1-27 では，柱主筋に 12-D10(SD685)，梁主筋に

8-D16(SD345)，柱せん断補強筋に D6(SD295 相当)＠

100mm，梁せん断補強筋に D6(SD295 相当)＠75mm，接

合部に D6(SD295 相当)＠50mm を使用した。コンクリー

ト設計基準強度は全試験体ともに 27MPa とし，コンクリ

ートの打設は，縦打ちで行った。 

2.2 加力方法 

 図－3 に加力装置図を示す。 

加力は地震時における図－3 の試験体に示した応力状態

を再現するため柱に一定軸力(1/6･b･D･σB)を導入した後，

試験体上柱反曲点位置に，静的正負繰り返し漸増水平方

向強制変位を与えた。柱頭，柱脚はピン支持とし，上部

梁端は平行維持装置(串型ジャッキ)で，下部梁端は反力

ロッドでピン・ローラーとなるよう支持した。加力制御

は変位制御で，1 サイクル目で層間変形角 RC=2（×10-3rad）

とし，その後のピーク変位を RC=5，10，17，26，37，50

（×10-3rad）と等差数列となるように増加させながら同一

変位の繰り返しを 2 回ずつ行い，最終 12 サイクル目で

RC=50（×10-3rad）となるように設定した。なお層間変形

角 RC は，図－2 に示す通り定義した。ただし，

表－4 試験体諸元 
梁 *1  

使用鉄骨断面

p w
* 2 p w

*2 鉄筋 ① H 210×210×4.5×9
(%) 軸方向 水平方向 (%) 水平方向 ②十200×100×5.5×8

A SC/S-5-W-27 0.11 WM筋3.2φ＠50 WM筋3.2φ＠50 ① ④ 0.11 WM筋3.2φ＠50 ③ H160×160×4.5×12
B SRC/SRC-1-27 0.21 主筋12-D10 帯筋D6＠100 ② ⑤ 0.43 帯筋D6＠50 ④ H400×150×12×12
C SC/SC-4-W-27 0.11 WM筋3.2φ＠50 WM筋3.2φ＠50 ③ ⑥ 0.11 WM筋3.2φ＠50 ⑤ H300×100×12×16

※ D SRC/S-1-27 0.19 主筋12-D10 帯筋6φ＠100 ② ⑦ 0.37 帯筋6φ＠50 ⑥ H300×150×9×16
※ E SC/S-4-W-27 0.11 WM筋3.2φ＠50 WM筋3.2φ＠50 ① ④ 0.11 WM筋3.2φ＠50 ⑦ H400×150×  9×12
※ F SC/S-4-WC-27 0.04 隅筋4-6φ WM筋3.2φ＠150 ① ④ 0.04 WM筋3.2φ＠150 *2  

変数記号

※　昨年度試験体2) p w :  せん断補強筋比

鉄骨*1

柱

試験体

接合部

鉄骨*1鉄筋

Stiffener（梁片面）
Stiffener(梁両面）

Stiffener（梁片面）

Stiffener(梁両面）

梁断面 梁断面

柱断面 接合部断面

PL-9+2PL-4.5

A C,E,FB,D
A B C

＊Fは,WMに3.2φ＠150を使用した
D E,F

B C A,E,F D

図中のA～Fの記号は、
表－4の試験体記号と
対応している。

Qc: 柱せん断力(kN) 

Dc:変位(mm) 

Rc:層間変形角(Rc=Dc/he) 

he:階高(1300mm) 

図－2 層間変形角 RCの定義 

he Rc=Dc/he

Dc

Qc

図－1 試験体概要図 (上は SC/S-5-W-27，下は SC/SC-4-W-27) 

＊鉄骨は，梁フランジ通しとしている。
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SC/SC-4-W-27 においては，水平加力アクチュエーターの

変位限界に達したため，＋12 サイクルで実験を終了した。 

 

3. 実験結果 

3.1 破壊性状 

図－4 に各試験体の最終破壊状況を示す。 

SC/S-5-W-27 では，柱梁接合部でせん断亀裂，柱では

柱鉄骨フランジおよび WM 筋による付着割裂亀裂が生

じた。RC =±0～5（×10-3rad）に柱曲げ亀裂，柱梁接合部

せん断亀裂が生じた。その後，柱梁接合部でのせん断亀

裂の発生および拡幅が顕著となった。RC =±9～17

（×10-3rad）では，柱部で柱鉄骨フランジおよび WM 筋

による付着割裂亀裂の発生および伸展が見られ，RC =－

15.8，+17.0（×10-3rad）で最大耐力に達した。RC =±17

（×10-3rad）以降では柱のせん断亀裂，付着割裂亀裂の発

生と伸展が顕著になり，その後柱頭，柱脚のコンクリー

トの圧壊や，剥落が生じた。剥落によって露出した WM

縦筋では，WM 筋の破断が見られた。SRC/SRC-1-27 で

は，柱全面にわたるせん断亀裂が発生し，柱中央部では

剥落も見られた。RC =±0～5（×10-3rad）に柱下部に曲げ

亀裂が生じ，その後柱梁接合部および柱部においてせん

断亀裂の発生が生じた。その後，RC =±5～10（×10-3rad）

にかけて柱部全体でせん断亀裂の発生が顕著に見られ

た。また，その後のサイクルでは発生したせん断亀裂の

拡幅および伸展が見られ， RC =±17.0（×10-3rad）で最

大耐力に達した。RC =±17（×10-3rad）以降では，柱部危

険断面位置において柱主筋，柱せん断補強筋が降伏し，

剛性が低下してせん断，割裂亀裂の拡幅，剥落が顕著と

なった。 

 SC/SC-4-W-27 では，柱端部でのコンクリートの圧壊，

柱梁接合部ではせん断亀裂が見られた。 RC = ±0～5 

（×10-3rad）に柱曲げ亀裂，柱梁接合部せん断亀裂，柱梁 

接合部曲げ亀裂が生じた。その後，RC =±5～10（×10-3rad）

では柱下部で曲げ亀裂の発生および伸展拡幅が多く見

られ，RC =±17.0（×10-3rad）で最大耐力に達した。RC =

±17～26（×10-3rad）では柱鉄骨フランジおよび WM 筋

による付着割裂亀裂が生じた。また，RC =± 26.0

（×10-3rad）で柱頭，柱脚でコンクリートの圧壊，剥落が

顕著に見られ，コンクリートの剥落によって WM 筋が露

出した。それ以降，露出した WM 縦筋は，破断が見られ

た。また，最終サイクル時にかけて柱の中央部では目立

った亀裂が生じなかった。 
3.2 柱せん断力（QC）－層間変形角（RC）関係 
図－5，図－6 に柱せん断力（QC）－層間変形角（RC）

関係およびスケルトンカーブの比較を示す。 

図－5 より SC/S-5-W-27 では，柱梁接合部でのせん断

亀裂の発生および伸展が生じたため RC =±7（×10-3rad）

付近で剛性低下が始まった。その後，RC =±17.0(×

10-3rad)にかけて上下柱梁接合部，柱端部でのせん断亀裂

の顕著な発生，伸展および拡幅，柱部における割裂亀裂の

発生および伸展が見られ剛性低下した。最大耐力は，RC=

－15.8，+17.0（×10-3rad）で迎え，その後緩やかに耐力が

低下していき，RC=－27，+37（×10-3rad）以降では，柱

頭，柱脚のコンクリートが圧壊したため，急に剛性低下

 

200kNロードセル

カウンターウェイト

反力ロッド

柱反力用鋼製梁

ユニバーサル

ジョイント

試験体

平行維持装置

（串型ジャッキ）

1000kNロードセル
加力用450kN
アクチュエータ

軸力用500kN
アクチュエータ

　軸力用

十字鉄骨

200kN       
ロードセル

図－3 加力装置 

SC/S-5-W-27 SRC/SRC-1-27 SC/SC-4-W-27 

図－4 最終破壊状況 
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した。耐力低下割合の変化は，柱部分のせん断亀裂の発

生，柱鉄骨フランジおよび WM 筋による付着割裂亀裂

の発生および伸展，コンクリートの剥落が要因だと考え

られる。 

SRC/SRC-1-27 では，柱と柱梁接合部のせん断亀裂が生

じたため RC =±5（×10-3rad）付近で剛性低下が始まった。 

その後，徐々にせん断亀裂の伸展および拡幅が見られ，

RC=±17（×10-3rad）で最大耐力を迎えた。その後緩やか

に耐力が低下した。耐力低下の要因は，柱全面に渡るせ

ん断亀裂の発生および伸展拡幅，柱中央部のかぶりコン

クリートの剥落が顕著であった。また，最大耐力以降は，

柱部と柱梁接合部せん断亀裂の発生および伸展が顕著

に見られた。 

SC/SC-4-W-27 では，柱梁接合部せん断亀裂，柱端部曲

げ亀裂の発生が生じたため RC =±10.0（×10-3rad）付近

で剛性低下が始まった。その後，徐々にせん断亀裂の伸

展および拡幅が見られ，RC =±17（×10-3rad）で最大耐

力を迎えた。その後緩やかに耐力が低下した。耐力低下

の要因は，柱梁接合部のせん断亀裂の発生および伸展拡

幅，柱端部の曲げ亀裂発生および伸展拡幅，柱での柱鉄

骨フランジおよび WM 筋による付着割裂亀裂の発生お

よび伸展が顕著であったことである。最大耐力以降は，

柱梁接合部のせん断亀裂の発生および伸展，柱端部のか

ぶりコンクリートの剥落が顕著であった 

図－6 より SC/S-5-W-27 と過年度試験体 SC/S-4-W-272)

を比較する。最大耐力までの推移はほぼ同じであるが最

大耐力以降の耐力低下が SC/S-5-W-27 の方が大きい。こ

れは，SC/S-4-W-27 では鉄骨部はせん断耐力，RC 部は曲

げ耐力で決まるように設計されており，SC/S-5-W-27 は，

鉄骨部 RC 部ともにせん断耐力で決まるよう設計されて

いるため，RC 部の破壊性状がこの 2 体で異なっており，

その影響によるものだと考えられる。また，SC/S-4-W-27

の柱鉄骨は，SC/S-5-W-27 に比べて塑性断面係数が大き

く，鉄骨がもつ曲げ耐力が大きいため SC/S-5-W-27 の方

が，最大耐力後の耐力低下が大きかったと考えられる。

SRC/SRC-1-27 と過年度試験体 SRC/S-1-272)から SRC 造

における梁コンクリートの有無について比較すると，

SRC/SRC-1-27 は特に柱中央部でせん断破壊が見られた

のに対して SRC/S-1-27 は柱梁接合部のせん断亀裂や柱

上下端部での圧壊が見られ，梁のコンクリート有無によ

り，柱の破壊状況が異なり，最大耐力時の層間変形角に

違いが見られた。さらに，梁にコンクリートがある

SRC/SRC-1-27 の方が最大耐力が高かったが，梁が鉄骨の

SRC/S-1-27 は RC =±50（×10-3rad）まで耐力低下せず，

靭性のある性状を示した。 

SC/SC-4-W-27 と SC/S-4-W-27 から SC 造における梁コ

ンクリートの有無について比較すると，SC/SC-4-W-27

図－5 柱せん断耐力(QC)－層間変形角(RC)関係 
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図－6  Qc－Rcスケルトンカーブの比較
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試験体名
実験値(kN) Rc (×10-3rad)

‐500

‐400

‐300

‐200

‐100

0

100

200

300

400

500

-60 -40 -20 0 20 40 60

SRC/SRC-1-27
SRC/S-1-27

最大耐力

Rc(×10-3rad)

Qc(kN)

(σB=28.7MPa)
(σB=28.5MPa)

SRC/S-1-27
(pw=0.19%)

SRC/SRC-1-27
(pw=0.21%)

正加力負加力正加力負加力

SRC/SRC-1-27 370 370 17.0 17.0
SRC/S-1-27 347 339 50.0 36.9

実験値(kN)
試験体名

Rc (×10-3rad)

‐500

‐400

‐300

‐200

‐100

0

100

200

300

400

500

-60 -40 -20 0 20 40 60

SC/SC-4-W-27
SC/S-4-W-27

最大耐力

SC/S-4-W-27
(pw=0.11%)

Rc(×10-3rad)

Qc(kN)

(σB=26.5MPa)
(σB=28.9MPa)

SC/SC-4-W-27
(pw=0.11%) 

正加力負加力正加力負加力

SC/SC-4-W-27 367 369 17.0 17.0
SC/S-4-W-27 397 392 17.3 17.1

試験体名
実験値(kN) Rc (×10-3rad)
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の方が剛性低下割合が大きく最大耐力が小さかった。梁

にコンクリートが有ることにより，接合部の変形が抑え

られ柱のせん断破壊が顕著になったと考えられる。 

3.3 耐力 

表－5 にせん断耐力計算式一覧，表－6 に耐力一覧，

表－7 に柱の破壊モードの決定方法を示す。AIJ‐SRC 規

準による(1)式，(2)式はそれぞれ実験値の下限値を与える

ので，(4)式によって計算値を中央値に換算し実験値と比

較する。なお，SC 試験体の RC 部は，WM 筋も考慮して

いる。全試験体ともに実験値と計算値 cal.CQsu を比較する

と，良い評価をしている。SC/S-5-W-27 では亀裂性状よ

り，RC 部分で柱せん断破壊したと判断した。耐力算定

時に RC 部分の終局せん断耐力は付着割裂破壊時の耐力

を想定し，破壊状況と一致した。S 部分の終局せん断耐

力は柱鉄骨ウェブのせん断降伏時の耐力を想定してお

り，表－7 より設計上部材全体ではせん断破壊となる。

計算値と実験値を比較すると，対応が良いため，部材と

してはせん断破壊であると言える。SC/SC-4-W-27 では亀

裂性状より，RC部分で柱曲げ圧縮破壊したと判断した。

耐力算定時に RC 部分の終局せん断耐力は曲げ崩壊時の

耐力を想定しており，破壊状況と一致した。S 部分の終

局せん断耐力は柱鉄骨ウェブのせん断降伏時の耐力を

想定しており，表－7 より設計上部材全体ではせん断破

壊となる。計算値と実験値を比較すると対応が良いため，

部材としてはせん断破壊であると判断できる。以上より，

AIJ-SRC 規準式を用いた算定式は，SC 造試験体において

も適用できると考えられる。しかしながら， 柱梁接合

部がせん断破壊している試験体もあるため，柱の終局せ

ん断耐力に対する接合部の終局せん断耐力の比を柱梁

表－5 せん断耐力計算式一覧（いずれの耐力も柱せん断力に換算している） 

柱終局せん断耐力(AIJ-SRC規準式)-(1)式 接合部終局せん断耐力(AIJ-SRC規準式)-(3)式

中央値換算式-(4)式柱終局曲げ耐力
(AIJ-SRC規準式)-(2)式

he：柱内法長さ(mm) rwσy：せん断補強筋の降伏応力度(N/mm2) 

rQsU1：斜張力によって決まる終局せん断耐力(N) 

{ {
RC

Ur
steel

UssUC QQQ +=

eUreurbUr hMhMQ /2)/( ⋅=Σ=
{ {

RC
Ur

steel
UsUC MMM +=

eUCMUC hMQ /2=

Ctw：柱鉄骨のウェブ厚(mm) 
dw：柱鉄骨のウェブせい（mm） 

Fs：コンクリートのせん断強度(N/mm2) 
b’:鉄骨フランジ位置でのコンクリートの有効幅(mm) 

pw：接合部せん断補強筋比 

 3)( yCwwwcsUs dtQ σ⋅⋅=

 ( )
⎭
⎬
⎫

⎩
⎨
⎧

−⋅
−

= 11 l
h

d
dlQQ

sB

mC
UjsUCj

 ( )
44 344 21444 3444 21

steel

yss

RC

yrwwjsjecUj VpFVM 3)2.1( σσδ ⋅+⋅+⋅=

sV：パネル内のウェブ及びその他のせん断抵抗に有効な鉄骨の体積(mm3) 
cVe：コンクリートパネル有効体積(mm3) 

sBd：梁の鉄骨部分のフランジ重心間距離(mm) 
mCd：柱主筋間距離(mm) 

 sUCsUCcal QQ ⋅= 212.1.

 MUCbUCcal QQ ⋅= 184.1.

sQsU：鉄骨のせん断降伏で決まる終局せん断耐力(N) 
ｓQbU：鉄骨の曲げ崩壊によって決まる終局せん断耐力(N) 

rQsU2：付着割裂によって決まる終局せん断耐力(N) 
rQbU：RC 部分の曲げ崩壊時に決まるせん断耐力(N) 

jδ：接合部形状による係数(ただし jδ＝3) 

※ワイヤーメッシュ筋は縦筋を主筋として、横筋をせん断補強筋として計算した。 

 )5.05.0(8/71 yrwwrsccsUr pFdbQ σα ⋅+⋅⋅⋅=
 )/(8/72 yrwwcsccsUr pbbFdbQ σ⋅+′⋅⋅⋅=

 ),,min( 21 bUrsUrsUrUr QQQQ =

 
d

M
Q

sB

Uj
Uj =

 ),min( bUssUsUs QQQ =

 eUseUsbUs hMhMQ /2)/( =Σ=

＊記号は，表－5 を参照。柱梁接合部終局せん断耐力は，直交フランジを考慮した値である。 

表－6 耐力一覧 

せん断余裕度

接合部せん断 柱せん断 柱曲げ 接合部 柱 cal.J Q su

exp.C Q u cal.J Q su cal.C Q su cal.C Q bu cal.J Q su cal.C Q su cal.C Q su ｒ Q bu ｒ Q su1 ｒ Q su２ ｓ Q bu ｓ Q su

A SC/S-5-W-27 382 500 360 520 0.76 1.06 1.39 柱 169 227 128 169 290
B SRC/SRC-1-27 370 414 349 494 0.89 1.06 1.19 柱 193 197 127 193 161
C SC/SC-4-W-27 369 504 369 545 0.73 1.00 1.37 柱 165 221 168 165 321

※ D SRC/S-1-27 347 506 361 506 0.69 0.96 1.40 柱 193 196 126 193 172
※ E SC/S-4-W-27 397 483 406 545 0.82 0.98 1.19 柱 185 228 174 185 310
※ F SC/S-4-WC-27 380 478 395 541 0.79 0.96 1.21 柱 185 216 141 185 310

No. RC部 S部試験体名

実験値
(kN)

exp.C Q u / cal. ＊Q ＊＊AIJ-SRC規準終局耐力計算値(kN)
破壊
箇所

柱終局せん断耐力における各種耐力計算値（kN)

＊記号は，表－5 を参照

r Q sU r Q bU

s Q sU せん断破壊 せん断破壊

s Q bU せん断破壊 曲げ破壊

鉄筋コンクリート

鉄
骨

表－7 柱の破壊モードの決定方法 

-1163-



接合部せん断余裕度と定義して，横軸に柱梁接合部せん

断余裕度，縦軸に柱せん断耐力実験値と柱終局せん断耐

力計算値の比とすると図－7 のようになる。ここで，柱

鉄骨に十字断面を用いている SRC 試験体は柱梁接合部

の終局せん断耐力の計算において，直交フランジの効果

を考慮していない。柱梁接合部の直交フランジを考慮し

ない SRC 試験体は，せん断余裕度が 1.0 以下となるが，

柱でせん断破壊した試験体(SRC/S-1-27，SRC/SRC-1-27)

もある。SRC 試験体の場合は，柱梁接合部でせん断破壊

をしたと考えると，SRC/SRC-1-27 は実験値を過小評価す

ることとなり，柱の損傷も激しいためせん断余裕度が 0.9

程度でも柱がせん断破壊することとなる。したがって，

接合部は直交フランジを考慮してせん断耐力を計算す

べきであると考える。また，SRC 造の柱梁接合部の場合

は，直交フランジがせん断耐力に寄与する割合が大きい

ので計算値に考慮した方が精度よく評価できることが

筆者らによって明らかにされている 3)。さらに AIJ-鋼構

造規準 4)では，柱に十字鉄骨を用いた場合，直交フラン

ジの効果も柱梁接合部のせん断耐力式に考慮している

ことから，直交フランジを計算に含めることは，妥当で

あると言える。なお，柱の直交フランジは形状が縦長で

あることからせん断変形よりも曲げ変形が卓越するの

で柱鉄骨のせん断耐力に寄与する割合は小さいと考え

られるため柱の直交フランジのせん断耐力は計算に含

めていない。上述のことから柱梁接合部の終局せん断耐

力に直交フランジ断面積を接合部ウェブと同様に計算

式に含め検討した結果を図－8 に示す。図－8 より，柱

梁接合部のせん断余裕度が 1.12～1.40 に分布するが，せ

ん断余裕度が 1.20 程度でも SC 試験体は，実験値が計算

値を下回っている。また，過年度試験体の SRC/S-1-30

は直交フランジを考慮するとせん断余裕度が 1.2 となる

が接合部でせん断破壊している。せん断余裕度を 1.40 程

度にしても接合部が損傷している試験体(SRC/S-1-27, 

SC/S-5-W-27)もあるため柱梁接合部の損傷を防ぐために

は 1.40 以上のせん断余裕度が必要となり，柱梁接合部せ

ん断余裕度を考慮した柱のせん断設計法を検討しなけ

ればならない。 

 

４.結語 

鉄筋を簡略化し施工性を向上させた SC 構造の開発を

目的に SRC 造柱梁架構におけるせん断実験を行い，柱の

せん断性状について検討をした結果，以下の知見を得た。 

1) SRC 構造の場合，梁コンクリートの有無により変形

性状に違いが見られたが，SC 造の場合は梁のコンク

リートの有無による変形性能の違いは見られなか

った。 

2) 柱梁接合部の終局せん断耐力で直交フランジを考

慮して検討した結果，SC 試験体は，柱梁接合部せん

断余裕度が 1.20 程度でも実験値が計算値を下回る

ため柱梁接合部の損傷を防ぐためには 1.40 以上の

せん断余裕度が必要と考えられる。 

3) 柱 SC 構造でも日本建築学会 SRC 規準式で定義され

ている柱の破壊モードの決定方法と良い対応を示

す。 
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図－7 せん断余裕度(直交フランジを含まない) 

図－8 せん断余裕度(直交フランジを含む) 
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